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1. 目的 

 我が国では，2050 年には，総人口が 1 億人を下回る予測があるように，人口減少を抑えることができない

状況にある．その中で愛知県は戦後一貫して人口増加が続いてきたが，2020 年には人口減少に転じた．ただ

し，愛知県の中でも人口増加を続けている地域と人口減少が定着してしまった地域に分かれており，実情と

しては地域によって大きく分かれる． 

 そこで，本研究では人口動態で特徴をもつ愛知県西部の市区に居住する子育て世代を対象として，アンケ

ート調査を行うことにより，街のさまざまな評価項目に対する満足度指標と人口指標等の分析から，子育て

世代がどのような街に住みたいと考えているのかについての要因を明らかにすることを目的とする． 

 

2. アンケート調査概要 

 本研究では各市について比較して人口増加の要因を明らかにすることを目的としているため，人口増加率

等が適度にばらついて，地勢的にも居住地選択として比較が可能な地域を調査対象に選定することにする．

まず，主要な指標としての人口増加率は H22 年と

H27 年の国税調査の各市区の人口の比較において，

以下の式で算定した． 

 人口増加率（％）＝（H27 年人口－H22 年人口）／

（H22 年人口）×100 

 この式より，名古屋駅から 10-20km 圏内で人口増

加率が高い市と人口減少率が高い市を両方含めるよ

うにして，表-1 に示す 14 の区や市を選定することに

した．表ではこの地域選定時の人口指標として参考

にした厚生労働省が推計している 2015-2019 年の合

計特殊出生率も併せて示した．合計特殊出生は，「15

～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」

である． 

 調査方法は，対象地域に住んでいる末子が 0～15

歳（性別は問わず）の子供を育てている女性に対し

て，インターネット上で行うアンケート調査（楽天イ

ンサイト株式会社に依頼）によった．実施期間は 2020

年 12 月 17 日－12 月 22 日である．サンプル数は名

古屋市が 100 サンプルで，名古屋市外は 250 サンプ

ルであり，合計で 350 サンプルになる．各市区での

回答者数は表-1 に示している．街の魅力を考えるう

えでの評価項目として，生活利便性（8 項目），住み

やすさの安全性（11 項目），文化教育環境（8 項目），

総合評価（2 項目）などに分類される計 29 項目につ

表-1  対象地域ごとの回答数と人口指標 

 

 

 

図-1 対象とした名古屋市 4 区と周辺 10 市 
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いての満足度（5 段階評価で表内の数字が分析で利用する

点数）である． 

 

3. 人口指標と各項目満足度との相関分析 

 人口増加率や合計特殊出生率（以降，出生率）について、

これらと各項目の満足度との関係についてみていく．図-2

に人口増加率と出生率による各対象市区の散布状況を示

す．全体としてみると人口増加率と出生率では正の相関が

みられる．しかし，人口増加率の高い順では長久手市，緑

区，中区，の順で並ぶが，出生率の高い順では，大府市，

日進市，みよし市となり，特に名古屋市内の人口増加率の

高い地域では出生率がやや低くなる傾向がみられた．この

理由として人口増加率と出生率では住民が要望する居住

環境がやや異なることが予想される．よって，表-2 ではア

ンケートにおける各評価項目の満足度と人口増加率およ

び出生率との相関分析を行い，相関の高いものから順に並

べたものを示す．表左側の人口増加率との相関係数でみる

と，大型商業施設，子供の公園移動性，地域の評判，総合

評価の指標等が並び，総合評価指標と人口増加率との有意

な相関関係があることがわかる．一方，表の右側の出生率

との相関係数でみると，自然の豊かさ，子育て世代の多さ，

街の景観，文化的環境などが続き，自然環境も含めた子育

ての生活環境の良さが出生率に影響していることがわか

る．図-2 で名古屋市内において人口増加率の高い区がやや

出生率では低めの結果となったのは，これらの生活環境に

おいて郊外の都市に比べて名古屋市内ではやや厳しい環境に

なると考えられる． 

 

4.  総合評価指標等による重回帰分析と考察 

目的変数を総合評価の 5 段階（1:不満～5:満足）として，説明

変数を各項目の満足度（1～5）に設定して重回帰モデルを作成

した．作成したモデルを表-3 に示す．説明変数から，治安や安

全性の寄与率が高く，次に文化的環境といった生活を快適にす

る施設や，公共交通利便性や都心アクセスなどの利便性，ご近

所付き合いなどの地域の活動といった質的資源が影響を与え

ていることがわかる．こういった生活の安全・安心性が担保さ

れた上で，便利であって，コミュニティも活かせる実感が街の

評価を高めると考えられる． 

 

5.  まとめ 

本研究より、人口増加率および出生率と居住満足度意識との相関分析では人口増加率と出生率では幾分居

住評価項目が異なることや、総合評価モデルでは地域の治安や文化的環境の影響が強いことが分かった。 

表-3 総合評価モデル 

 

注）*** 1％有意 ** 5％有意 * 10％有意 

 

図-2  人口増加率と出生率による散布図 

 

表-2  人口指標と各項目満足度との相関係数 

 

注）*** 1％有意 ** 5％有意 * 10％有意 
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